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泉大津市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定のための 
アンケート調査 ご協力のお願い 

 

 

福祉関係団体や事業者の皆様におかれましては、日頃から市政に対しご協力をいただき厚くお礼

申し上げます。 

泉大津市と泉大津市社会福祉協議会では、市民がお互いに助け合い、支え合い、誰もが住みやす

い地域社会をめざして、「第４次泉大津市地域福祉計画」（泉大津市）や「第３次泉大津市地域福祉活

動計画」（泉大津市社会福祉協議会）を策定しました。また、誰もが自殺に追い込まれることのない社

会の実現をめざして、「泉大津市自殺対策計画」を策定しました。現在、２つの計画を１つの計画とし

て、次期計画の策定に向けた取り組みを進めています。 

つきましては、福祉関係団体や事業者を対象に、活動の状況や地域の活動等に関するアンケート

を実施させていただきたいと思います。 

お忙しいところ大変恐縮ですが、アンケートの趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお

願い申し上げます。 

令和５年 １月 

泉大津市 

泉大津市社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 貴団体・事業者のことについて 
 

名 称  

代 表 者 名  調査票・記入者名  

会 員 数 （        ）名 

活 動 年 数 （        ）年 

主 な 活 動 範 囲  

主 な 活 動 内 容 

 

 

 

〈ご記入についてのお問い合わせ〉 

泉大津市 保険福祉部 福祉政策課 

電話：0725-33-1131（代）FAX：0725-20-3129 電子メール：fukushi@city.izumiotsu.osaka.jp 

(月～金曜日の 8時 45分から 17時 15分まで。土・日・祝日は除く。) 
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問２ 
貴団体の活動の中で、地域と一緒に行っていることや、地域に向けて行っていることはあ

りますか。 
 

 

 

 

 

問３ 
貴団体では、地域活動を行う上で他の団体や機関等との交流や連携、協力関係があります

か。（○はいくつでも） 
 

１ 自治会・町内会 ２ 地区福祉委員会 ３ 民生委員児童委員協議会 

４ 子ども会 ５ 老人クラブ ６ シルバー人材センター 

７ 社会福祉協議会 ８ コミュニティソーシャルワーカー（CSW） ９ 地域包括支援センター 

10 ボランティア団体 11 市民活動支援センター（おづぷらざ） 12 障がい者相談支援事業所 

13 保育所・幼稚園・認定こども園 14 学校 15 地域子育て支援センター 

16 医療機関 17 警察・消防組合 18 市役所・保健センター（行政） 

19 ＮＰＯ 20 保護司会・更生保護女性会等   

21 その他（事業所・機関名               ） 22 特にない 

 

⇒１～21のいずれかに○をつけた方は、具体的な活動内容もご記入をお願いします。 

 

 

 

 

 

  

貴団体の活動について 
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問４ 
貴団体は、今後、新しく連携したい、連携を強化したいと思う団体や機関等はありますか。

（○はいくつでも） 
 

１ 自治会・町内会 ２ 地区福祉委員会 ３ 民生委員児童委員協議会 

４ 子ども会 ５ 老人クラブ ６ シルバー人材センター 

７ 社会福祉協議会 ８ コミュニティソーシャルワーカー（CSW） ９ 地域包括支援センター 

10 ボランティア団体 11 市民活動支援センター（おづぷらざ） 12 障がい者相談支援事業所 

13 保育所・幼稚園・認定こども園 14 学校 15 地域子育て支援センター 

16 医療機関 17 警察・消防組合 18 市役所・保健センター（行政） 

19 ＮＰＯ 20 保護司会・更生保護女性会等   

21 その他（事業所・機関名               ） 22 特にない 

 

⇒１～21のいずれかに○をつけた方は、どのような連携をしたいかご記入をお願いします。 

 

 

 

 

問５ 
貴団体が地域活動を行う上で困っていることはどのようなことですか。 

（○はいくつでも） 
 

１ 活動のマンネリ化 ２ 新しいメンバーが入らない 

３ リーダー（後継者）が育たない ４ 市民に情報発信する場や機会が乏しい 

５ 人々のニーズに合った活動ができていない ６ 支援を必要とする人の情報が得にくい 

７ 他の団体と交流する機会が乏しい ８ 活動の場所（拠点）の確保が難しい 

９ 活動資金が足りない 10 役員のなり手がない 

11 その他（                                   ） 

12 特に困ったことはない   

 

  



3 

 

問６ 貴団体では、地域活動情報をどのように発信していますか。（○はいくつでも） 
 

１ 市の広報紙『広報いずみおおつ』 

２ 市のホームページ 

３ 社会福祉協議会の広報紙『社協いずみおおつ』 

４ チラシやパンフレットの配布（配布場所：                    ） 

５ 貴団体のホームページや広報紙 

６ メンバーなどによる口コミ 

７ その他（                                   ） 

 

問７ 貴団体は必要な情報をどこから入手していますか。（○はいくつでも） 
 

１ 知り合いを通じて ２ 市役所の窓口 

３ 市の広報紙『広報いずみおおつ』 ４ 市のホームページ 

５ 社会福祉協議会の窓口や広報紙 ６ 社会福祉協議会のホームページ 

７ 民生委員・児童委員を通して ８ 福祉サービス事業所またはその職員 

９ 研修会・会議 10 インターネット 

11 他団体を通して   

12 その他（                                   ） 

13 特にない 

 

 

 

 

問８ 活動を通じて、地域の中で課題に感じることは何ですか。（○はいくつでも） 
 

１ あいさつをしない人が多い ２ 地域の人どうしの交流が少ない 

３ 高齢者と若者の世代間交流が少ない ４ 地域の中で気軽に集まれる場が少ない 

５ 災害時にどうしたらよいか不安を感じる ６ 治安が悪くなっていると感じる 

７ 地域から孤立している人がいる ８ 困っている人に支援の手が届いていない 

９ 子どもたちが過ごしにくくなっている 10 子育て中の保護者が孤立している 

11 地域の行事への参加者が少なく盛りあがりに欠けている 

12 交通手段が整っていないため買い物に不便を感じる 

13 その他（                                   ） 

14 特にない 
  

活動を通じて見える地域の状況について 
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問９ 
活動を通じて、地域の中に次のような見守り等支援が必要な人や、気にかかる人（何らか

の課題を抱えている人）がいますか。（○はいくつでも） 
 

１ 高齢でひとり暮らしの人 ２ 認知症の人 

３ 判断能力が不十分な人 ４ 精神疾患のある人 

５ 閉じこもりやひきこもりの人 ６ 虐待が疑われる人 

７ 生活に困っている人 ８ 子どもや子育て中の家庭 

９ 刑期を終えて社会復帰した人 10 その他（              ） 

11 いない 12 知らない 

 

問 10 
既存の公的な福祉サービス（児童福祉サービス、障がい福祉サービス、介護保険サービス

など）では解決できず困っている問題があると感じますか。（１つに○） 
 

１ ある ２ ない ３ どちらともいえない 

 

⇒１に○をつけた方は、その具体的な内容もご記入をお願いします。 

 

 

 

 

問 11 

貴団体では、地域での支え合いや孤独死・孤立死の防止等のために、自治会役員や民生委

員等の支援者が、支援に必要な個人情報（氏名・住所・年齢・世帯構成・要介護度など）

を共有することについて、どのように思いますか。（１つに○） 
 

１ 積極的に共有すべき ２ 必要であれば共有してもよい 

３ あまり共有しないほうがよい ４ 一切共有すべきではない 

５ その他（              ） ６ わからない 
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問 12 
貴団体が活動する中で、新型コロナウイルス感染症の流行によりあらたな課題が生じまし

たか。 
 

 

 

 

 

問 13 
貴団体が活動する中で、新型コロナウイルス感染拡大収束後に期待することはどのような

ことですか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 貴団体が考える自殺に対する考え方について教えてください。（それぞれ１つに○） 
 

 そう思う そう思わない 

ア）自殺は個人の問題であるため、他者の介入によって
防ぐことはできない １ ２ 

イ）自殺を防ぐことができなかったのは、支援が足りな
かったからである １ ２ 

ウ）自殺の原因は常に１つだけであり、それに対応する
ことで解決ができる １ ２ 

エ）自殺は社会全体で取り組むことによって防ぐことが
できるものである １ ２ 

  

近年の福祉課題と自殺対策について 

今回の計画は「地域福祉計画」「地域福祉活動計画」「自殺対策計画」を一体的に策定します。

「自殺対策計画策定」の意義として、自殺に至る背景には、過労、生活困窮、育児や介護疲れ、

いじめや孤立などの様々な理由が考えられ、自殺に追い込まれるという危機は「誰にでも起こ

り得る危機」でもあります。 

「誰もが自殺に追い込まれることのない社会の実現」をめざし、地域でのつながりづくりな

ど社会全体で支え合っていくことが求められています。 
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問 15 
貴団体が活動をしていく上で市や社会福祉協議会に望むことはどのようなことですか。 

（○はいくつでも） 
 

１ 団体や活動についての PR ２ 活動上必要な情報の提供 

３ 活動場所の提供 ４ 会員募集の支援 

５ リーダーの養成支援 ６ 経済的支援 

７ 他団体とのネットワーク化 ８ 団体運営上の助言 

９ 設備・備品の充実 10 成果の発表の場の提供 

11 その他（              ） 12 特にない 

 

問 16 
今後、貴団体として市や社会福祉協議会との協働でどのようなことに取り組めると思いま

すか。 
 

 

 

 

 

 

 

問 17 
地域における助け合いを活発化するため、市や社会福祉協議会の取り組みとしてどのよう

なことが重要だと考えますか。（○はいくつでも） 
 

１ 市広報や社会福祉協議会広報などの充実 ２ 学校等での福祉教育の充実 

３ 支援が必要な人（要援護者）の情報共有 ４ 地域の困りごとを気軽に相談できる窓口 

５ 地域の人達で課題を解決する仕組みづくり ６ 福祉ボランティアなど人材の育成 

７ その他（              ） ８ 特にない 

  

今後の活動について 
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問 18 
地域での暮らしをより豊かにするためには、どのようなことが必要だと考えますか。 

（○はいくつでも） 
 

１ 日常生活に関する困りごと等の相談窓口の整備 

２ 地域の人が気軽に交流できる場の整備や仕組みづくり 

３ 地域のネットワークづくり、見守り体制の整備 

４ 買い物がしやすい環境や買い物支援の仕組みづくり 

５ バスなどの交通手段の整備 

６ 支援が必要な人の把握と適切な支援 

７ 地域の自主防災組織等の整備 

８ 道路や建物のバリアフリー整備 

９ スポーツや文化教養活動の環境整備 

10 公園や緑地等の自然環境の整備 

11 産業の振興による地域の活性化 

12 その他（                                   ） 

13 特にない 

 

問 19 地域福祉の推進についてご意見・ご要望等、ご自由にお書きください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 


